
その他の製造業－その他における転倒災害の死傷災害発生事例（2017年）

2017

年

発生

月

時間 死傷災害発生事例
年

齢

労

働

者

規

模

1
20～

21
会社の前の路上に出たとき、雪で足を滑らせ、転倒し負傷した。 56

50

～

99

1 8～9
工場内のトイレを出たとき、足元のブロックがずれ、ブロックの間に右足が入り、

倒れたとき右足をねじってしまった。
40

1～

9

1
11～

12

1FBラインとCラインの間の通路にて、カートを使用しながら仕分け済みトレイ等

の運搬業務中、通路内で旋回したところ、乗せていたトレイが落ちそうになりトレ

イを落ちないように取ろうとしたところ、カートのタイヤに足を引っ掛け転倒し

た。

58

500

～

999

1
10～

11

手作業エリアで移動する際、木パレットを跨ごうとして木パレットの角に引っ掛か

り躓き、手をつく前に右膝から床へ転倒した。
48

300

～

499

1
15～

16

クレーンを使って荷下ろし中、鋼矢版の上を歩いていたところ、足を踏み外して転

倒した。
40

2 14~15
被災者は寮内へ畳（重さ約20㎏）1枚を担いで搬入しようとしたところ強風にあお

られ転倒した。 左脚大腿骨を骨折したものである。
29 ―

2 10~11

第二ライン前処理工場にてコンテナーバックを洗う作業でコンテナーバックがいく

つも床に並んでいてそのコンテナーバックに足をひっかけ転倒してしまった。 転

倒した際、床のコンクリートに胸を打ちつけた。

41

50

～

99

当該計器の取替工事を完了し、車両へ戻るべく、隣家との間の道路を右手に脚立を 50



2 12~13 持って移動中、足をのせたブロックが取れバランスをくずした際、尻を打ち同時に

左手をついて受傷した。 その後、少し痛みがあったものの通常通り就業した。

47 ～

99

3 9~10
ステンレス鋼材（Φ90×800L）を手で持ち運びする際に転倒し、右肩を強打し

た。
40

10

～

29

3 17~18

現場作業場で作業終了後の後片付けをしている時、後方から声を掛けられて振り

返った際に、足元にある台車に接触し転倒し、右手で受け身を取ったとき右肘を強

打し骨折した。

50

10

～

29

3 14~15
書類を届けるため車をとめて歩道を歩いていたが、地面の段差に気づかず躓いて転

び、右目付近・左手首・右肩を打撲した。
68

10

～

29

3 11~12

本社工場内において、木製の梱包箱の底の部分の加工中（角材:縦17cm、幅

14cm、長さ3m、重量40kgを連結し、角材の穴あけ作業）、角材の間を移動しよ

うとした際にバランスを崩し、地面と角材の隙間（製品が地面につかないように角

材をかましていた）に右足を挟み、そのまま後ろ向けに倒れた際、右足くるぶしを

負傷した。

27

10

～

29

4
15～

16

敷地内の屋外広場で行われた会社のレクリエーション行事に参加中、パイプ椅子に

着座し居眠りをしていたときに前のめりに倒れてしまい、顔面を地面に打ち付けて

負傷した。 晴天であり、気温も約20℃と適温だったことから、居眠りをしてし

まったものと思われる。

49

50

～

99

5 8～9
屋外より事務所内部へ徒歩にて移動中に、仕切戸の敷居に躓き転倒して左足首をひ

ねり、右膝を強く打った。
56

1～

9

5 8～9
リサイクルセンター入口にて、ゲート下のワイヤーに躓き転倒した際、手に持って

いたDVDプレーヤーで右手薬指を切ってしまった。
67

30

～

49

6
11～

当工場内において、ビン製品の検査作業で不良品の型番をホワイトボードにペンで

記入し、ボード用のペンを小走りで所定の場所へ戻しに行った際、横向きに置いて
51

10

～



12 あったハンドフォークに足を引っ掛けて躓き、コンクリート床に転倒して右足を骨

折し、左足を捻挫する。
29

6 8～9

工場3階にて、清掃場所に急いで向かうために走って移動していたところ、床に靴

が引っかかってバランスを崩し、右手をついて2回転倒した。 転倒の衝撃で右手首

を負傷した。

60

100

～

299

7 20~21

上期日、営業所の屋外に設置してある冷凍庫において冷凍庫内から荷物を持ち出そ

うとしたところ、冷凍庫のドアを開けた際に風でドアが勢いよく開いたために、そ

の拍子に仰向けに転倒し、負傷したもの。

57

30

～

49

7 15~16
第1工場3Fから2Fへの階段をおりる途中で、つまずき、階段を踏み外し、左手を階

段についてしまった。
37

100

～

299

7 17~18
地面に置いてあった製品乾燥用のブルーシートに足が絡まり転倒。 左膝からの着

地となり、左膝蓋骨折。
40

10

～

29

7 13~14
工場内で作業していたら別棟の作業所一階から煙がでていたため、消火しようとし

た時、爆発がおこり逃げようとした時、転んで怪我をした。
36

1～

9

7
9～

10

当社事業所において、被災者は、印刷作業中に印刷物の様子を見に行ったとき、コ

ンテナ（縦53㎝、横37㎝、高さ20㎝）が置いてあることに気づかず、躓いて転倒

した。 その際、左腕から地面についてしまい、左腕肘付近を骨折した。

62

50

～

99

7
16～

17

シャンプー、ボディソープ包装工場内の中2階9系パウチライン付近で、業務を終

えて帰るため、出口側に向かって歩行しているとき、床面で足を滑らせ、左足首を

捻った。 当初は捻挫だと思い一旦帰宅したが、痛みが引かなかったため受診した

ところ、左足腓骨を骨折していた。

55

50

～

99

9 8～9

製品棟クッカー装置の踊り場階段に於いて、通常作業の移動中に誤って足を滑らせ

転び、左足膝をコンクリート床についた際、左足膝に痛みが走り、工場長に報告し

病院へ行った。

68

10

～

29

11～ 畳床の製造作業中、機械の台からおりる時に（段差の高さが30cmくらい）、足を
10



9
12 すべらせてあお向けに転倒した。 転倒した時に右手を下についてけがをした。

68 ～

29

9
16～

17

ピッキング場ケース置場において、ケースをピッキング作業中、ケースの端に掛け

てあった紐に右足が絡みバランスを崩して転倒し、コンクリートの床に右足を強打

し骨折した。

54

10

～

29

9
15～

16

倉庫内で、フォークリフトのつめにぶら下げた粉体の入ったフレコンの重みで、そ

のフォークリフトが前方に傾き後輪が浮いた状態になっていた、別のフォークリフ

トで元に戻そうとした、横側から別のフォークリフトのつめを傾いたフォークリフ

トのマスト部分をロープでくくりつけ、別のフォークリフトを運転してつめを持ち

上げたところ、傾いたフォークリフトが急に元に戻り、別のフォークリフトのつめ

が、傾いたフォークリフトのつめの上にあったため、別のフォークリフトの方が引

き上げられて横転した、その際、運転していた者も地面に一緒に横倒しとなり、地

面に体を打ちつけて負傷した。

59

10

～

29

11
21～

22

工場内のウレタン製品の製品接着エリアにて接着作業中に足元を這っていた延長

コードを踏んだところ、コードが床を滑ったため転倒した。 その際、作業台の角

に右脇腹が当たった。 翌週、一日は出勤したが痛みがあったため、二日間は休

み、その後の二日間は出勤した。 痛みが引かないため、後日に受診したところ、

肋骨を骨折していた。

52

100

～

299

11
10～

11

利用者への介助をしていたところ、おやつを食べ終え座っていたショートステイ利

用者様が急に椅子から立ち上がったので危ないと思い、その方の所へ行き、椅子に

座って頂くよう話をしたら、いきなり左首の辺りを3回殴られた。 軽い痛みだった

ので、湿布を貼り、様子を見ていたが、翌日痛みが強くなったので、病院受診をし

た。

50

30

～

49

11 8～9

就業場所敷地内の入口付近で、取引先の方がいたため、挨拶をしようとした時、花

壇のコンクリートの縁に足を引っ掛けてしまい、バランスを崩し転んでしまった。

咄嗟に左手をついたことにより、左手首の骨折となった。

72

100

～

299

11 5～6
構内駐車場において、車を停め徒歩で移動中に、仮置き資機材に躓き転倒し、左膝

49

30

～



蓋骨を骨折した。
49

11
9～

10

工場でクレーンで鉄を持ち上げる作業をしている者の近くで、補助作業をしていた

際に、降ろした鉄にクレーンが引っ掛かり、それが倒れて右足首を負傷した。
58

10

～

29

12 15~16

1階資材、自動倉庫前エリアで、対象となる資材（紙類）の入ったコンテナを作業

台車から両手で持ち上げ、自動倉庫に入庫に行く際、パレットと作業台車の間を歩

行中、足をパレットに引っ掛けてしまい、コンテナを持ったまま転倒し、左腕を床

面に強打した。

63

500

～

999

12 18~19

発送梱包作業をするエリア内で、2冊のアルバムを両手に持ち移動中、スタンドタ

イプのホワイトボードの脚につまずき、抱えていたアルバムで受け身が取れずに両

膝から床に転倒し、左膝蓋骨を骨折した。

51

50

～

99

12 17~18
当社工場内1階の出入り口付近に於いて、年末大掃除のゴミ出し作業中、誤って足

を滑らせ転倒し、左足大腿骨を骨折したものである。
48

10

～

29

12 14~15
会社の資材置場で単管パイプ等の資材を手作業で整理している時に足場が不安定

だった左足側が崩れてしまい、左足関節後踝骨折となった。
44

10

～

29

12 18~19
事業場内にて荷物を運んでいた際、段差に足をつまずき転倒し、左足首を骨折し

た。
45

1～

9

出典：https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx(職場のあんぜんサイト)

Return to : https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_09.html

https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pgm/SHISYO_FND.aspx
https://www.jisha.or.jp/international/topics/202206_09.html
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